
■海洋センター評価基準表    2025年度／2026年度（予定） 合計１００点（上限100点）

大項目 合計 最大点数 中項目 小項目 2025 2026

38 12 ①指導員の配置 12 -

10 -

8 -

-2 - 指導員未配置（ＣＥ）　　※無条件にB評価以下

- -2 無償譲渡契約に定められた指導員（CE）数を配置していない　　※無条件にB評価以下

18 ②指導員の養成 5 8 センター・インストラクター養成研修への参加　※点数は漸減し６年目には０点
4 3 全国指導者会総会（指導員研修会）への参加　※全国指導者会総会（2025年度）は４点、通常の指導員研修会は3点

3 4 学生ボランティアの養成

3 4 リーダーの養成

1 1 ブロック別研修会への参加

1 1 自センターにおける指導者の資質向上を図る研修会の実施

1 1 県連協や複数センターにおける資質向上を図る研修会の実施

8 ③全国指導者会の取組み 2 2 自然体験活動を通じた郷土教育の実施　　

2 2 食品ロスの取り組み（食品回収・配布または啓発）の実施

2 2 地域の子供たちを対象にした海レク体験の実施

2 2 お助け指導員の登録指導者の派遣・受け入れによる指導員の活用

-2 -2 全指会必須事業（郷土教育・水辺安全・海ごみ・ブロック別研修会参加）の未実施　　※無条件にB評価以下かつマイナス2点

50 43 10 10

5 5

【25】 5 5

1 1 3役以外の出席

-2 -2 全国サミットの欠席

②教育長会議 5 5

8 8

4 4

4 4

1 1

7 ①自治体からの派遣研修 3 3

②行政執行部の財団訪問 4 4

海洋センター保全・活性化 102 27 2 1 水辺の安全教室（実技）の実施（２回以上必須）　

2 1

2 1

2 1

【１】財団事業の活用 2 1 海洋ごみ削減に向けた全国一斉清掃活動（海ごみゼロフェスティバル）：期間5/30～6/8、9/20～28　の実施　※陸上の清掃活動の実施

45 1 1

2 1

2 1

2 1

2 1

2 1

3 2 2025年度新規事業　ロゲイニング　※新規事業の取扱　1年目＝3点　2年目＝2点　3年目以降＝1点

3 2 2025年度新規事業　水耕栽培実証事業

- 3

18 2 1 海ごみ事業の実施（海ごみゼロウィークを除く通年での実施が対象。清掃活動＋啓発活動の実施を必須とする）

2 1

2 1

2 1

2 1

2 1

2 1

2 1

2 1

【２】施設維持管理・器材配備 21 5 5

21 4 4

5 5 100万円以上（税抜）の自主修繕を3年以内に実施　※加点対象となる期間：3年間

3 3 100万円未満（税抜）の自主修繕を3年以内に実施　※加点対象となる期間：3年間

①活動器材配備 2 2 活動器材配備の活用

②器材の自主調達 2 2 自治体・海洋センターの自主予算による30万円以上の活動器材・安全器材の購入・調達　　※対象器材は財団活動器材配備に準じる

【３】施設の利活用と事業展開 12 12 12 「利用者数増加率」および「利用者ランキング」の2評価を行い、いずれか高い評価点を採用する。

11 11

10 10

6 6

4 4 配点 配点

2 2 12 12

11 11

10 10

6 6

4 4

2 2

-5 -5

24

15 20

12 16

10 12

8 8

6 4

3 1

②学校等 3 3 学校授業・部活動等での施設使用　　

③障害児・障害者の受け入れ 2 2 障害児・者を対象とした事業の実施、障害者団体の施設への受け入れ　

④民間企業・地域団体との連携 2 2 指定管理者、海洋クラブを除く地域の民間企業やNPO法人等と連携したイベント・大会・教室の実施

⑤多目的事業 2 2

5 5 5

【４】広報への取組 5 2 1

8 1 1

2 2

3 1 1 財団の情報発信に関する取材等への協力

2 2

1 1

10 10 3 3

2 2

2 2

2 2

2 2

1 1

2 2

1 1

2 2 当年度センター・インストラクター養成研修にスタッフを２回以上派遣

1 1 当年度センター・インストラクター養成研修にスタッフを1回派遣

1 - 指導員褒章へのセンター・インストラクターの推薦（全国指導者会総会開催年度のみ）

36

合計点から減点

B評価／減点

合計点から減点修繕助成実施センターの利用人数目標未達成

全指会必須／B評価

全指会必須／B評価

全指会必須／B評価

特別加点

【5】

SNSの運用と定期的な情報発信

海洋センター関係事業の報道（TVニュース・市町村広報誌・新聞等）　※財団へ提供して加点

②情報提供 コンパス「活動情報」登録　4件以上

コンパス「活動情報」登録　1～3件

各種事業 1～2件 1～4件

スポーツ以外での施設活用、地域のコミュニティ活性化（文化・芸術活動を含む）につながる取り組みの実施

9．運営特別保証
修繕・災害等、やむを得ない事由と認められる休館が発生し、評価が著しく下がる場合、加点する
※通年で開館している施設の場合は休館期間が3か月以上、期間限定で開館している施設の場合は休館期間が1か月以上を対象とする

各種事業 5～7件

全指会必須／B評価

④事例発表センター 当年度の全国サミット・教育長会議・指導員研修会等における事例発表への協力

⑤養成研修サポートスタッフ派遣

⑥その他協力事項

②自然災害自治体等への支援 相互応援に基づくＢ＆Ｇ自治体への支援（物的支援、人的支援）

③財団が実施する寄付への協力 災害支援募金・体験格差解消募金を含む財団が行う募金活動への協力（要入金）

①財団役員・委員等への就任

財団理事・財団評議員

B&G全国サミット役員（会長・副会長）

B&G全国教育長会議役員（会長・副会長）

B&G全国指導者会役員（会長・副会長）

B&G全国指導者会ブロック責任者

10．センターの
活動周知・PR

①広報関係・活動の周知

広報コンテストへの応募

8．イベント・大会・教室
及び
施設の活用状況

①スポーツ・運動等
（上限15点）

１類・２類 ３類・４類・５類

各種事業 12件以上

8～9件

各種事業 3～4件 5～7件

20件以上

各種事業 10～11件 15～19件

各種事業 8～9件 10～14件

5．施設の維持管理

①修繕助成
財団による修繕助成実績が3年以内の間にある　加点対象となる期間：3年間

海洋センター施設修繕に係るリニューアル式典の開催

②自主修繕

100％～109％ 20%

95％～99％ 40%

91％～94％ 20%

6．器材配備

7．利用者人数

（1）「利用者増加率」評価：過去2年間の利用者数平均に対する施設別（艇庫・プール・体育館・
その他）増加率による評価。但し、前年度120%以上を獲得しているセンターについては、利用
者人数増加率が100％以上の場合、12点を与える。

増加率 配分 比率

120％以上 5%

110～119％以上 10%

91％未満 5%

「水辺の安全教室」に係る教員研修の実施

海洋ごみ削減に向けた全国一斉清掃活動（海ごみゼロフェスティバル）期間5/30～6/8、9/20～28　の実施　※水上清掃・ワークショップの実施

拾い箱の設置事業の実施

３．財団との
ネットワーク強化

今年度、自治体からの派遣研修に参加

行政執行部（首長または教育長以上）による財団訪問と面談

4．財団事業の活用

①財団推進事業の実施

水辺の安全教室を学校授業として実施している

砂ASOBeachの実施

調査研究事業への協力（事業実施センター・スタッフ派遣等協力センター）

体験格差解消推進事業の実施

「障がい児スポレクフェスタ」「地域と連携した障がい者スポーツ基盤整備事業」「障害者スポーツ推進プロジェクト」の実施

2026年度新規事業【財団がその年度に重点的に推進する事業を評価点「3点」に設定し、改めて案内する】

②財団事業の継続

アクアトレーニングの実施

プールカヌー・SUP　タイムトライアル

「BG塾」学習と体験事業の実施（自主事業）

砂ASOBeachの実施（自主事業）

会長賞交付

技能認定

B＆Gチャレンジ

巡回写真展

１．指導員関係

（2）「利用ランキング」評価：2023年度 海洋センター施設別
利用人数および人口比率ランキング各4部門（艇庫・上屋

プール・温水プール・体育館）による評価。

ネットワークの強化

２．会議への参加

①全国サミット

首長の出席

副首長の出席

　　       評価内容

海洋センターに係る人材育成
CEおよびＩＮ・ＬＥの配置基準を全て満たしている

ＣＥの配置基準を満たしている

【25】
ＣＥの1名以上を配置している

B評価／減点

B評価／減点

教育長の出席

教育長の出席

③ブロック連協総会

首長の出席

副首長の出席

教育長の出席

3役以外の出席

【45】
「水辺の安全学習アプリ」を学校に紹介し、学校授業で利用されている

・「イベント・大会」：日数に関係なく1イベント・1大会＝1件

※ただし施設別に1件とする

（例） スポーツ交流会

（水上の部：カヌー、体育館の部：剣道）＝2件

・「教室」：回数に関係なく1種目・1対象教室＝1件

(例1)短期水泳教室（小学生5回・中学生5回）＝2件

当年度 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目
8 7 6 4 2 0

新規センター・インストラクター養成に係る段階的評価（2026年度から適用）

別紙 10


